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忘
れ
た
ら
一
大
事
”

　
　
　
国
民
年
金
の
保
険
料

だ
れ
に
も
老
後
は
確
実
に
や
っ
て

き
ま
す
。
〃
老
後
の
生
活
設
計
〃
は

わ
た
く
し
た
ち
一
人
一
人
が
、
自
分

に
か
か
わ
る
問
題
と
し
て
若
い
う
ち

か
ら
取
組
む
必
要
が
あ
る
の
で
は
な

い
’
、
㌧
し
ょ
う
か
。

　
国
民
年
金
は
、
こ
れ
ま
で
家
庭
内

で
行
わ
れ
て
き
た
親
孝
行
に
代
っ
て

社
会
全
体
弔
、
行
う
親
孝
行
と
も
い
え

る
も
の
で
、
厚
生
年
金
な
ど
他
の
公

的
年
金
制
度
に
加
入
し
て
い
な
い
二

十
歳
か
ら
五
十
九
歳
ま
で
の
人
を
加

入
対
象
と
し
て
い
る
制
度
で
す
。

　
「
年
金
」
を
受
け
る
た
め
に
は
、
決

め
ら
れ
た
期
問
、
保
険
料
を
納
め
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

保
険
料
の
納
入
は
地
域
の

年
金
委
員
さ
ん
へ

　
五
十
二
年
度
の
国
民
年
金
保
険
料

の
納
入
は
、
第
六
期
（
二
月
・
三
月

分
）
を
残
す
の
み
と
な
り
ま
し
た
。

　
十
日
町
市
は
、
年
六
回
徴
収
を
行

っ
て
い
ま
す
が
、
保
険
料
を
ま
だ
未

納
さ
れ
て
い
る
方
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

年
度
が
切
り
か
わ
る
前
の
で
き
る
だ

け
早
い
う
ち
に
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
保
険
料
の
集
金
は
、
地
域

内
の
年
金
委
員
さ
ん
が
行
っ
て
い
ま

す
が
、
最
近
、
年
金
委
員
さ
ん
が
み

な
さ
ん
の
家
庭
に
集
金
に
伺
っ
た
際

，
雛
灘
灘
叢
灘
．
礁
鷺

繍
騒
礁
羅
簿
鞭
藩
蘇
讐
．
纏
灘
馨
馨
箋

犠
墾
嶺
絡

　
五
ヂ
腐

　
牽
万
湾

議
し
愈
い
で

　
榊
万
溺
泣

。
あ
と
’
．
㌧
直
接
国
民
年
金
係
へ
届
け
る

と
か
、
銀
行
に
持
っ
て
行
く
か
ら
”

と
言
っ
て
、
保
険
料
を
支
払
わ
な
い

家
庭
も
あ
る
よ
う
で
す
。

　
し
か
し
、
保
険
料
の
集
金
は
、
原

則
と
し
て
地
域
の
国
民
年
金
委
員

（
県
知
事
の
委
嘱
）
さ
ん
に
お
願
い

し
て
お
り
ま
す
の
で
、
保
険
料
の
納

入
は
、
集
金
に
伺
っ
た
年
金
委
員
さ

ん
に
直
接
渡
し
て
く
だ
さ
い
。

　
も
し
、
国
民
年
金
の
保
険
料
を
期

限
ま
で
に
納
め
ま
せ
ん
と
、
事
故
に

あ
っ
た
り
、
、
こ
主
人
が
亡
く
な
ら
れ

た
り
し
た
と
き
な
ど
に
、
障
害
年
金

や
母
子
年
金
を
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

…
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…
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十
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（
高
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南
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7
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5
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…

至
誠
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医
院
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東
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8
2
の
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番
…
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診　　3

　歳
　児
　検

育
児
相
談

塗四並育
診　力　び児
　月　に学
　児　　級

事
業
名

　23　2休1日　月 　21　2㈹　日　月 　17　2囲　日　月 期
日

　午～

　後
2　　1
時　　時
半

　午～

　後
　12　時時　　半

　午～

　後
1　　1
時　　時
半

受
付
時
間

年　　勤
ホ　　労

i　青
ム　　少

　十公　　日
民　　町
館

　十公　　日
民　　町
館

会
場
名

生　　49
れ　　年
の　　8
者　　月

れ　　～　52

の　6　年
者　月　4
　生　月

生　　52
れ　　年
の　　10
者　　月

対
象
者

全
　
域

新大六川十
地　井　　　日
区座田箇治町

全
域

区参

城集

o）通実　3
方知施歳
は　が　　し　6

お　な　て　カ
い　く　お　月
で　と　‘）　児

ド　も　ま　を

さ該亥対
い当　　象
。月　　　に

保　身
育　体

，に　測

　』一つ　定
㌧、

て
の
相
談

内　身　育
科　体　児
検　測　学
診　定　級

備
考

循環器検診結果のお知らせ

　昭和52年の結核検診と併せて行われた循環

器検診（血圧測定）の結果、検診を受けた人

は、13，302人で受診率70．3％でした。

　　　　　　　　　　　　　3％

■■正常

□妻注意

■■高血圧

30～39歳

40～64歳

29％ 36％　　　35％65歳以上

　高血圧の人は、日常生活の注意をしながら

脳卒中（ねたきり）にならないようにしまし

ょう。

　（脳卒中でねたきりの方は約70人位います）

一次回は高血圧と塩分について

○
－

：
と
ヒ
て
保
存
し
て
く
だ
さ
い
：

－
○

　拶劔
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今
冬
の
異
常
豪
雪
－
、
、
全
層
な
だ
れ

が
発
生
し
や
す
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　
市
雪
害
対
策
室
及
び
県
土
木
事
務

所
、
十
日
町
地
域
消
防
署
で
は
、
二

月
二
十
一
・
二
十
二
日
の
両
日
、
山

問
地
域
の
ナ
ダ
レ
危
険
ヵ
所
の
査
察

を
実
施
し
ま
し
た
。

　
査
察
は
、
七
班
編
成
で
行
わ
れ
、

傾
斜
角
度
、
高
さ
、
延
長
、
雪
厚
、

危
険
度
、
迂
回
路
の
有
無
、
危
険
標

津池地内でのナダレ査察

　　　　　　　2月21日

雪下ろし費用も対象
　　　　　　　　雑損控除の申告1

豪雪び）場合において、察屋の倒壊を防止すモ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　モ
るための屋根の雪下ろし費用及び家屋の外周モ

び）雪グ）取り除き費用等被害防止のため支出しモ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　垂
た除雪費も「雑損控除」の対象とな1）ます。　モ

　しかし「雑損控除」の扱いができるσ）は、　モ

　　　　　　　　　　　　　　　　　（モ
除雪費用が年間所得グ）1割を越えた分のみ・逸

1割以内だと認められないこととなっていまモ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　モ
す。　　　　　　　　　　　　　　　　モ
　該当する方は、民税申告期間である3月15モ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　モ
日までに申告してください。　　　　　　　モ
　なお「雑損控除、とは、輿害又は盗難等にモ
　　　　　　ー　　　　　　　　　　　垂
より納税者や生計を一にする配偶者等の所有モ

する住宅や家財等に損失を受けたとき、総所モ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　逸
得金額から控除する制度で、災害等による異聖

常損失によって低下した担税力に即応した課逸
　　　　　　　　　　　　　　　　　　逸
税を行うために設けられたものですが、損失聖

額が所得の1割を越えた分のみしか控除の対、

象になりません。

識
の
有
無
な
ど
ナ
ダ
レ
危
険
ヵ
所
の

詳
細
な
調
査
を
実
施
す
る
と
共
に
、

今
後
の
雪
庇
落
と
し
や
防
止
柵
の
設

置
な
ど
に
つ
い
て
検
討
を
行
い
ま
し

た
。

　
な
だ
れ
危
険
ヵ
所
は
、
市
内
で
約

八
十
ヵ
所
に
の
ぼ
り
ま
す
が
、
な
だ

れ
危
険
ヵ
所
の
あ
る
部
落
及
び
通
行

人
は
、
つ
ぎ
の
こ
と
に
注
意
し
、
な

だ
れ
事
故
防
止
に
つ
と
め
て
下
さ
い
。

　
■
「
ナ
ダ
レ
注
意
」
の
標
識
の
立

て
て
あ
る
所
は
、
特
に
注
意
し
て
通

行
し
て
下
さ
い
。

　
■
各
部
落
と
も
危
険
ヵ
所
の
監
視

を
強
め
、
危
険
を
発
見
し
た
場
合
は
、

嘱
託
員
を
通
じ
て
地
域
の
人
達
に
周

知
し
イ
、
下
さ
い
。

　
■
危
険
と
考
え
ら
れ
る
所
は
、
部

落
で
雪
庇
を
排
除
す
る
な
ど
事
故
の

未
然
防
止
に
努
め
て
下
さ
い
。

　
■
危
険
ヵ
所
で
迂
回
路
可
能
の
所

は
、
迂
回
路
を
設
け
て
下
さ
い
。

路
上
駐
車
は
絶
対
に
し
な
い

路
上
駐
車
は
絶
対
し
な
い
で
下
さ

い
。
も
し
、
除
雪
作
業
の
た
め
、
路

上
駐
車
禁
止
場
所
に
駐
車
し
て
い
る

車
を
損
傷
し
た
場
合
は
、
そ
の
修
理

代
や
車
を
排
除
さ
せ
る
た
め
に
要
し

た
費
用
等
み
な
さ
ん
の
ご
負
担
に
な

り
ま
す
。

　
な
お
、
路
上
駐
車
禁
止
場
所
は
、

当
該
地
点
に
道
路
標
識
で
表
示
し
て

あ
り
ま
す
が
、
市
及
び
土
木
事
務
所
、

警
察
署
で
は
、
夜
間
パ
ト
・
ー
ル
を

強
化
し
、
路
上
駐
車
を
排
除
す
る
こ

と
に
し
て
い
ま
す
。

雪
お
ろ
し
に
ご
注
意

　
例
年
、
屋
根
の
雪
お
ろ
し
が
遅
れ

た
た
め
に
、
建
物
が
全
半
壊
す
る
等

の
事
故
が
起
き
て
い
ま
す
。
特
に
雪

お
ろ
し
は
、
早
め
に
行
っ
て
下
さ
い
。

　
ま
た
、
最
近
、
屋
根
の
雪
お
ろ
し

の
際
の
転
落
事
故
、
屋
根
か
ら
セ
リ

出
し
た
雪
の
か
た
ま
り
が
落
ち
て
き

て
歩
行
者
が
ケ
ガ
を
す
る
と
い
う
事

故
が
そ
れ
ぞ
れ
増
え
て
い
ま
す
．

　
除
雪
作
業
の
際
は
、
足
場
等
十
分

注
意
す
る
と
共
に
、
屋
根
雪
が
セ
リ

出
し
て
通
行
人
に
危
険
な
状
態
と
な

ら
な
い
よ
う
に
早
め
に
除
去
し
て
下

さ
い
。
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白
い
幻
想

　
第
二
十
九
回
雪
ま
つ
り
は
、
二
月

十
一
日
十
二
日
の
両
日
盛
大
に
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　
「
雪
国
の
生
活
を
明
る
く
楽
し
く

美
し
く
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
は
じ
め

ら
れ
た
こ
の
雪
ま
つ
り
も
、
回
を
重

ね
る
中
で
、
華
麗
さ
と
力
強
さ
が
加

わ
り
、
い
よ
い
よ
来
年
は
、
記
念
す

べ
き
三
十
回
を
迎
え
る
時
期
と
も
な

雪の叢術震審査繕渠

り
ま
し
た
。

　
こ
と
し
は
、
特
に
少
雪
か
ら
一
転

し
て
、
直
前
の
豪
雪
と
い
う
悪
条
件

の
中
で
し
た
が
、
雪
の
芸
術
作
品
も

市
中
心
部
か
ら
下
条
や
江
道
、
猿
倉

部
落
ま
で
広
が
り
、
文
字
通
り
市
民

総
ぐ
る
み
の
雪
ま
つ
り
で
し
た
。

　
十
｝
目
夜
の
雪
上
力
ー
ニ
バ
ル
は
、

小
雨
ま
じ
り
の
悪
天
候
の
中
な
が
ら
も

雪
上
花
火
や
き
も
の
シ
ョ
ー
な
ど
十

日
町
な
ら
で
は
の
幻
想
的
な
ひ
と
時

に
、
五
万
人
余
り
も
の
人
々
が
酔
い

し
れ
ま
し
た
。

幻想的な雪上カーニバル

賞 作　品　名 製　作　者

十日町市長賞 義経公の弓の引寄せ 晒　　青　　会

十日町商工会議所会頭賞 慶　　紀　　観　　音 本町5・6丁目青年部会

十日町織物工業協同組
合理事長賞 空とぶじゅうたん 勤労青少年ホーム

十日町市議会議長賞 白　雪　の　遺　跡 本町4丁目商店街
振興組合

十日町・一タリークラブ賞 民　話　「鉢の石仏」 中　央　ク　ラ　ブ

十日町北・一タリークラブ賞 殿中松の廊下 上新田青壮年会

十日町ライオンズクラブ賞 昔話パート3「孫悟空」 学校町2丁目青年会

十日町青年会議所理事長賞 日本むかしばなし「酒呑童子」 原　4　区　合　同

入　　　　　　　選 秘境チベット「ポタラの宮殿 十日町山路野会

〃 招　　　福　　　猫 江道・猿倉部落

〃 妻有山峡春景色 若草ファッションセンター

佳　　　　　　　作 私の立場はどうなるの
太陽の会・青連協OB
市民吹奏楽団有志

〃 飛べ〃　孫悟空 泉　町　青　年　会

〃 日　本　　昔　　話 サークノレ妻有っ子・一番星

〃 原　始　の　狩　人 ユースホステル
十日町グループ

〃 翔　べ　若　者　よ〃 十日町青年学級

〃 にほんのふるさと 本町2丁目青年部会

〃 さ　る　かに合戦 上新田第2区有志

〃 宇宙戦艦ヤマト 本町3丁目商店街
振興組合

〃 天馬のように！／ 宮　下　青　年　会

〃 アラビアンナイ　ト
上町青年会・服飾専門学校

あすなろ会・ロータアクト

〃 お　や　ゆ　び　ひ　め ユースホステル和裸路グループ

　
ふ
る
さ
と
ひ
ろ
ば
で
は
、
ち
び
っ

子
に
大
人
気
の
「
ジ
ャ
ッ
カ
ー
シ
ョ

ー
」
や
カ
メ
ラ
マ
ン
に
あ
わ
せ
て
ポ

ー
ズ
を
と
る
き
も
の
モ
デ
ル
、
ミ
ニ

ス
テ
ー
ジ
で
の
フ
ォ
ー
ク
コ
ン
サ
ー

ト
や
人
形
劇
な
ど
が
観
客
を
喜
ば
し

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
広
場
で
は
、
優
雅
に

お
茶
を
楽
し
む
人
、
民
具
の
実
演
に

目
を
輝
や
か
す
人
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ

大
好
評
の
企
画
で
し
た
。

　
こ
の
ほ
か
、
写
真
撮
影
会
や
民
謡

大
会
、
コ
ン
サ
ー
ト
、
ナ
ツ
メ
ロ
大

行
進
な
ど
、
各
会
場
は
予
想
以
上
の

人
出
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

　
白
い
祭
典
が
終
了
し
て
も
、
依
然

と
し
て
雪
深
い
十
日
町
市
で
す
が
、

こ
の
祭
り
の
主
旨
を
そ
れ
ぞ
れ
が
理

解
し
合
い
、
来
年
の
三
十
回
を
今
年

以
上
に
楽
し
い
も
の
と
し
た
い
も
の

で
す
。

市長賞に輝く「晒青会」の作品

　蔚ご
、灘，コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
広
場
の
雪
上
茶
会』

の
泳

　
　
誘

海
き

　
・
商ジャッカーショー
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・

一
　
～

◎

屋
』

　
恐
ろ
し
い
交
通
事
故
は
、
ど
ん
な

に
注
意
し
て
も
、
い
つ
ど
こ
で
、
あ
な

た
や
、
ご
家
族
の
身
に
ふ
り
か
か
っ

て
く
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
万
禰
の

事
故
に
備
え
て
、
一
日
一
円
の
安
い

掛
金
で
、
お
互
い
が
助
け
合
う
た
め

の
交
通
災
害
共
済
制
度
が
あ
り
ま
す
。

市
で
は
、
た
だ
い
ま
昭
和
五
十
三
年

度
の
加
入
者
を
募
集
し
て
お
り
ま
す
。

　
い
ま
加
入
し
て
い
る
人
も
共
済
期

間
が
五
十
三
年
三
月
三
十
一
日
で
終

り
に
な
り
ま
す
の
で
、
新
年
度
も
引

続
い
て
加
入
さ
れ
る
よ
う
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。

　
い
ま
老
人
や
子
供
の
事
故
も
ふ
え

て
い
ま
す
の
で
、
家
族
全
員
で
加
入

さ
れ
ま
す
よ
う
、
お
す
す
め
い
た
し

ま
す
。

　
会
員
の
資
格

　
市
内
に
住
所
の
あ
る
方
は
、
年
齢

に
制
限
な
く
、
ど
な
た
で
も
加
入
で

き
ま
す
．
そ
の
後
、
市
外
に
住
所
を

移
し
て
も
、
そ
の
資
格
は
失
わ
れ
ま

せ
ん
。

　
会
費
（
掛
金
）

　
一
人
年
額
三
百
五
十
円

大
人
も
子
供
も
同
額
（
＼
　
一
人
一
口

の
み
、
四
月
一
日
以
後
に
加
入
す
る

場
合
も
同
額
で
す
。

　
二
重
加
入
し
て
も
返
金
し
ま
せ
ん
。

　
共
済
期
閥

　
毎
年
四
月
一
日
か
ら
翌
年
の
三
月

三
十
一
日
ま
で
で
す
が
、
四
月
一
目

以
後
に
中
途
加
入
し
た
場
合
は
、
会

費
納
入
日
の
翌
目
か
ら
三
月
三
十
一

日
ま
で
イ
．
k
す
。

　
加
入
申
込
受
付
期
闘

　
昭
和
五
十
三
年
一
．
一
月
一
日
か
ら
、

い
つ
で
も
受
付
け
ま
す
が
、
共
済
期

間
を
四
月
一
目
か
ら
有
効
と
す
る
た

め
に
、
三
月
三
十
一
目
ま
で
に
申
込

書
と
↓
諸
に
会
費
を
納
入
し
て
く
だ

さ
い
。加

入
申
込
み
方
法
は

　
加
入
申
込
書
に
会
費
を
そ
え
て
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

ω
新
規
加
入
の
場
合
（
昭
和
五
十
二

年
度
に
加
入
し
て
い
な
い
世
帯
）

　
加
入
申
込
書
（
新
規
）
に
加
入
者

を
記
載
し
て
く
だ
さ
い
。
同
時
配
布

の
青
刷
チ
ラ
シ
に
記
載
例
が
あ
り
ま

す
。回

継
続
加
入
の
場
合
（
昭
和
五
十
二

年
度
に
加
入
し
て
い
た
世
帯
）

　
市
役
所
で
加
入
申
込
書
を
作
成
し
、

嘱
託
員
に
配
布
し
て
あ
り
ま
す
の
で

転
出
、
死
亡
等
は
削
除
、
出
生
、
転

入
、
ま
た
は
五
十
二
年
度
に
未
加
入

だ
っ
た
人
等
は
、
追
加
記
入
し
て
く

だ
さ
い
。

囚
加
入
申
込
先
（
会
費
払
込
）

o
嘱
託
員
（
隣
組
長
等
）
が
取
り
ま

と
め
る
町
内
は
嘱
託
員
へ
。

○
取
り
ま
と
め
し
な
い
町
内
は
、
直

接
市
役
所
（
環
境
課
交
通
安
全
係
）
へ
。

o
市
農
協
各
支
所
で
も
受
付
け
ま
す
。

　
会
員
証
の
交
付

　
会
員
領
収
事
務
手
続
き
が
済
み
し

だ
い
会
員
証
を
作
成
し
、
各
町
内
の

嘱
託
員
を
通
じ
、
五
月
頃
お
届
け
し

ま
す
。

　
　
見
舞
金
の
支
給
対
象

　
　
と
な
る
交
通
事
故

仔
歩
い
て
い
て
車
に
は
ね
ら
れ
た
り

ひ
か
れ
た
り
し
た
事
故
．

に
自
動
車
、
バ
イ
ク
、
自
転
車
、
耕

う
ん
機
、
汽
車
、
電
車
等
の
運
行
中

の
人
身
事
故
（
衝
突
、
つ
い
落
、
転

ぶ
く
、
接
触
等
）

⑲
い
わ
ゆ
る
交
通
事
故
に
よ
っ
て
死

亡
、
傷
害
を
受
け
た
場
合
で
、
日
本

国
内
に
お
け
る
事
故
。

口
航
空
機
や
船
舶
の
事
故
は
、
対
象

外
と
な
り
ま
す
。

　
　
見
舞
金
の
諦
求
手
続

　
書
類
は
市
役
所
に
あ
り
、
手
続
上

の
説
明
を
い
た
し
ま
す
の
で
、
会
員

証
を
持
参
の
う
え
、
市
役
所
環
境
課

交
通
安
全
係
ま
で
お
い
で
く
だ
さ
い
．

　
　
見
舞
金
の
舘
求
期
間

　
事
故
の
あ
っ
た
日
か
ら
一
年
以
内

で
す
。

　
　
見
舞
金
の
額

　
昭
和
五
十
三
年
度
よ
り
引
上
げ
ら

れ
、
死
亡
の
場
合
の
百
万
円
を
最
高

に
、
治
療
の
程
度
に
よ
り
九
等
級
の

一
万
円
ま
で
あ
り
ま
す
。
（
青
刷
チ
ラ

シ
に
詳
し
く
載
っ
て
い
ま
す
）

見
舞
金
が
支
払
わ
れ
な
い

場
合

ω
無
免
許
又
は
飲
酒
（
酒
気
お
び
）

運
転
に
よ
る
場
合
の
運
転
者
及
び
同

乗
者

回
加
入
者
ま
た
は
見
舞
金
受
取
人
に

な
る
者
の
故
意
ま
た
は
重
大
な
過
失

に
よ
る
場
合
。

⑲
天
災
地
変
に
起
因
す
る
場
合
。

o
事
故
に
あ
っ
た
目
か
ら
一
年
を
経

過
し
た
場
合
。

o
病
気
で
治
療
し
た
日
が
七
目
未
満

の
場
合
。
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白
い
幻
想

　
第
二
十
九
回
雪
ま
つ
り
は
、
二
月

十
一
日
十
二
日
の
両
日
盛
大
に
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　
「
雪
国
の
生
活
を
明
る
く
楽
し
く

美
し
く
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
は
じ
め

ら
れ
た
こ
の
雪
ま
つ
り
も
、
回
を
重

ね
る
中
で
、
華
麗
さ
と
力
強
さ
が
加

わ
り
、
い
よ
い
よ
来
年
は
、
記
念
す

べ
き
三
十
回
を
迎
え
る
時
期
と
も
な

雪の叢術震審査繕渠

り
ま
し
た
。

　
こ
と
し
は
、
特
に
少
雪
か
ら
一
転

し
て
、
直
前
の
豪
雪
と
い
う
悪
条
件

の
中
で
し
た
が
、
雪
の
芸
術
作
品
も

市
中
心
部
か
ら
下
条
や
江
道
、
猿
倉

部
落
ま
で
広
が
り
、
文
字
通
り
市
民

総
ぐ
る
み
の
雪
ま
つ
り
で
し
た
。

　
十
｝
目
夜
の
雪
上
力
ー
ニ
バ
ル
は
、

小
雨
ま
じ
り
の
悪
天
候
の
中
な
が
ら
も

雪
上
花
火
や
き
も
の
シ
ョ
ー
な
ど
十

日
町
な
ら
で
は
の
幻
想
的
な
ひ
と
時

に
、
五
万
人
余
り
も
の
人
々
が
酔
い

し
れ
ま
し
た
。

幻想的な雪上カーニバル

賞 作　品　名 製　作　者

十日町市長賞 義経公の弓の引寄せ 晒　　青　　会

十日町商工会議所会頭賞 慶　　紀　　観　　音 本町5・6丁目青年部会

十日町織物工業協同組
合理事長賞 空とぶじゅうたん 勤労青少年ホーム

十日町市議会議長賞 白　雪　の　遺　跡 本町4丁目商店街
振興組合

十日町・一タリークラブ賞 民　話　「鉢の石仏」 中　央　ク　ラ　ブ

十日町北・一タリークラブ賞 殿中松の廊下 上新田青壮年会

十日町ライオンズクラブ賞 昔話パート3「孫悟空」 学校町2丁目青年会

十日町青年会議所理事長賞 日本むかしばなし「酒呑童子」 原　4　区　合　同

入　　　　　　　選 秘境チベット「ポタラの宮殿 十日町山路野会

〃 招　　　福　　　猫 江道・猿倉部落

〃 妻有山峡春景色 若草ファッションセンター

佳　　　　　　　作 私の立場はどうなるの
太陽の会・青連協OB
市民吹奏楽団有志

〃 飛べ〃　孫悟空 泉　町　青　年　会

〃 日　本　　昔　　話 サークノレ妻有っ子・一番星

〃 原　始　の　狩　人 ユースホステル
十日町グループ

〃 翔　べ　若　者　よ〃 十日町青年学級

〃 にほんのふるさと 本町2丁目青年部会

〃 さ　る　かに合戦 上新田第2区有志

〃 宇宙戦艦ヤマト 本町3丁目商店街
振興組合

〃 天馬のように！／ 宮　下　青　年　会

〃 アラビアンナイ　ト
上町青年会・服飾専門学校

あすなろ会・ロータアクト

〃 お　や　ゆ　び　ひ　め ユースホステル和裸路グループ

　
ふ
る
さ
と
ひ
ろ
ば
で
は
、
ち
び
っ

子
に
大
人
気
の
「
ジ
ャ
ッ
カ
ー
シ
ョ

ー
」
や
カ
メ
ラ
マ
ン
に
あ
わ
せ
て
ポ

ー
ズ
を
と
る
き
も
の
モ
デ
ル
、
ミ
ニ

ス
テ
ー
ジ
で
の
フ
ォ
ー
ク
コ
ン
サ
ー

ト
や
人
形
劇
な
ど
が
観
客
を
喜
ば
し

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
広
場
で
は
、
優
雅
に

お
茶
を
楽
し
む
人
、
民
具
の
実
演
に

目
を
輝
や
か
す
人
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ

大
好
評
の
企
画
で
し
た
。

　
こ
の
ほ
か
、
写
真
撮
影
会
や
民
謡

大
会
、
コ
ン
サ
ー
ト
、
ナ
ツ
メ
ロ
大

行
進
な
ど
、
各
会
場
は
予
想
以
上
の

人
出
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

　
白
い
祭
典
が
終
了
し
て
も
、
依
然

と
し
て
雪
深
い
十
日
町
市
で
す
が
、

こ
の
祭
り
の
主
旨
を
そ
れ
ぞ
れ
が
理

解
し
合
い
、
来
年
の
三
十
回
を
今
年

以
上
に
楽
し
い
も
の
と
し
た
い
も
の

で
す
。

市長賞に輝く「晒青会」の作品

　蔚ご
、灘，コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
広
場
の
雪
上
茶
会』

の
泳

　
　
誘

海
き

　
・
商ジャッカーショー
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・

一
　
～

◎

屋
』

　
恐
ろ
し
い
交
通
事
故
は
、
ど
ん
な

に
注
意
し
て
も
、
い
つ
ど
こ
で
、
あ
な

た
や
、
ご
家
族
の
身
に
ふ
り
か
か
っ

て
く
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
万
禰
の

事
故
に
備
え
て
、
一
日
一
円
の
安
い

掛
金
で
、
お
互
い
が
助
け
合
う
た
め

の
交
通
災
害
共
済
制
度
が
あ
り
ま
す
。

市
で
は
、
た
だ
い
ま
昭
和
五
十
三
年

度
の
加
入
者
を
募
集
し
て
お
り
ま
す
。

　
い
ま
加
入
し
て
い
る
人
も
共
済
期

間
が
五
十
三
年
三
月
三
十
一
日
で
終

り
に
な
り
ま
す
の
で
、
新
年
度
も
引

続
い
て
加
入
さ
れ
る
よ
う
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。

　
い
ま
老
人
や
子
供
の
事
故
も
ふ
え

て
い
ま
す
の
で
、
家
族
全
員
で
加
入

さ
れ
ま
す
よ
う
、
お
す
す
め
い
た
し

ま
す
。

　
会
員
の
資
格

　
市
内
に
住
所
の
あ
る
方
は
、
年
齢

に
制
限
な
く
、
ど
な
た
で
も
加
入
で

き
ま
す
．
そ
の
後
、
市
外
に
住
所
を

移
し
て
も
、
そ
の
資
格
は
失
わ
れ
ま

せ
ん
。

　
会
費
（
掛
金
）

　
一
人
年
額
三
百
五
十
円

大
人
も
子
供
も
同
額
（
＼
　
一
人
一
口

の
み
、
四
月
一
日
以
後
に
加
入
す
る

場
合
も
同
額
で
す
。

　
二
重
加
入
し
て
も
返
金
し
ま
せ
ん
。

　
共
済
期
閥

　
毎
年
四
月
一
日
か
ら
翌
年
の
三
月

三
十
一
日
ま
で
で
す
が
、
四
月
一
目

以
後
に
中
途
加
入
し
た
場
合
は
、
会

費
納
入
日
の
翌
目
か
ら
三
月
三
十
一

日
ま
で
イ
．
k
す
。

　
加
入
申
込
受
付
期
闘

　
昭
和
五
十
三
年
一
．
一
月
一
日
か
ら
、

い
つ
で
も
受
付
け
ま
す
が
、
共
済
期

間
を
四
月
一
目
か
ら
有
効
と
す
る
た

め
に
、
三
月
三
十
一
目
ま
で
に
申
込

書
と
↓
諸
に
会
費
を
納
入
し
て
く
だ

さ
い
。加

入
申
込
み
方
法
は

　
加
入
申
込
書
に
会
費
を
そ
え
て
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

ω
新
規
加
入
の
場
合
（
昭
和
五
十
二

年
度
に
加
入
し
て
い
な
い
世
帯
）

　
加
入
申
込
書
（
新
規
）
に
加
入
者

を
記
載
し
て
く
だ
さ
い
。
同
時
配
布

の
青
刷
チ
ラ
シ
に
記
載
例
が
あ
り
ま

す
。回

継
続
加
入
の
場
合
（
昭
和
五
十
二

年
度
に
加
入
し
て
い
た
世
帯
）

　
市
役
所
で
加
入
申
込
書
を
作
成
し
、

嘱
託
員
に
配
布
し
て
あ
り
ま
す
の
で

転
出
、
死
亡
等
は
削
除
、
出
生
、
転

入
、
ま
た
は
五
十
二
年
度
に
未
加
入

だ
っ
た
人
等
は
、
追
加
記
入
し
て
く

だ
さ
い
。

囚
加
入
申
込
先
（
会
費
払
込
）

o
嘱
託
員
（
隣
組
長
等
）
が
取
り
ま

と
め
る
町
内
は
嘱
託
員
へ
。

○
取
り
ま
と
め
し
な
い
町
内
は
、
直

接
市
役
所
（
環
境
課
交
通
安
全
係
）
へ
。

o
市
農
協
各
支
所
で
も
受
付
け
ま
す
。

　
会
員
証
の
交
付

　
会
員
領
収
事
務
手
続
き
が
済
み
し

だ
い
会
員
証
を
作
成
し
、
各
町
内
の

嘱
託
員
を
通
じ
、
五
月
頃
お
届
け
し

ま
す
。

　
　
見
舞
金
の
支
給
対
象

　
　
と
な
る
交
通
事
故

仔
歩
い
て
い
て
車
に
は
ね
ら
れ
た
り

ひ
か
れ
た
り
し
た
事
故
．

に
自
動
車
、
バ
イ
ク
、
自
転
車
、
耕

う
ん
機
、
汽
車
、
電
車
等
の
運
行
中

の
人
身
事
故
（
衝
突
、
つ
い
落
、
転

ぶ
く
、
接
触
等
）

⑲
い
わ
ゆ
る
交
通
事
故
に
よ
っ
て
死

亡
、
傷
害
を
受
け
た
場
合
で
、
日
本

国
内
に
お
け
る
事
故
。

口
航
空
機
や
船
舶
の
事
故
は
、
対
象

外
と
な
り
ま
す
。

　
　
見
舞
金
の
諦
求
手
続

　
書
類
は
市
役
所
に
あ
り
、
手
続
上

の
説
明
を
い
た
し
ま
す
の
で
、
会
員

証
を
持
参
の
う
え
、
市
役
所
環
境
課

交
通
安
全
係
ま
で
お
い
で
く
だ
さ
い
．

　
　
見
舞
金
の
舘
求
期
間

　
事
故
の
あ
っ
た
日
か
ら
一
年
以
内

で
す
。

　
　
見
舞
金
の
額

　
昭
和
五
十
三
年
度
よ
り
引
上
げ
ら

れ
、
死
亡
の
場
合
の
百
万
円
を
最
高

に
、
治
療
の
程
度
に
よ
り
九
等
級
の

一
万
円
ま
で
あ
り
ま
す
。
（
青
刷
チ
ラ

シ
に
詳
し
く
載
っ
て
い
ま
す
）

見
舞
金
が
支
払
わ
れ
な
い

場
合

ω
無
免
許
又
は
飲
酒
（
酒
気
お
び
）

運
転
に
よ
る
場
合
の
運
転
者
及
び
同

乗
者

回
加
入
者
ま
た
は
見
舞
金
受
取
人
に

な
る
者
の
故
意
ま
た
は
重
大
な
過
失

に
よ
る
場
合
。

⑲
天
災
地
変
に
起
因
す
る
場
合
。

o
事
故
に
あ
っ
た
目
か
ら
一
年
を
経

過
し
た
場
合
。

o
病
気
で
治
療
し
た
日
が
七
目
未
満

の
場
合
。
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（告示第6号）

　地方自治法第243条の3の規定に基づく
「十目町市財政事情の作成及び公表に関する

条例」の定めるところにより、昭和52年12月

31目現在の本市の財政事情を公表します。

　　昭和53年2月1日
　　　　　　　　　　＋日町市長春日由三

一般会計執行状況

歳
出
　
六
〇
億
七
、
五
六
九
万
円

昭和52年度一般会計予算

歳
入
六
〇
億
七
、
五
六
九
万
円

教育費　125，48121％
地方交付税　157，18426％

民生費　124，価20％

市　　税　螂，謝26％

土木費　98，50316％

国庫支出金　91，5㏄15％
総務費　71，43812％

衛生費　39，5％　7％ 市　　債　66，6玉011％

公債費　36，5396％ 諸蚊入　興，蹴7％
農林水産業費30，8285％

県支出金　鈎，5636％
消防費　21，2203％

その他　59，50810％ 繰越金　9，3551％
その勉　47，7248％

（単位万円）

、
ノ

％
％

66
70

率
率

入
行

収
執

〆
k

四
二
億

四
、
三
八
七
万
円

支
出
済
額

四
〇
億

一
、
四
五
九
万
円

収
入
済
額

六
〇
億
七
、
五
六
九
万
円

＋
二
月
未
予
算

五
七
億
九
、
六
〇
〇
万
円

当
初
予
算

犠r

　費

57％

訳内の税市

／
　
　
＝
　

…

税　　　　　目 税　額 構成比 市民1人当り 1世帯当1）

市　町　村　民　税 60，508 43％ 11，981円 50，613円

固　定　資　産　税 58，003 41 11，485 48，518

軽　自　動　車　税 1，872 1 371 1，566

市町村たばこ消費税 10，596 7 2，098 8，863

電　　　気　　　税 5，313 4 1，052 4，444

木　材　引　取　税 4 0 1 3
都　市　計　画　税 5，462 4 1，081 4，569

特別土地保有税 76 0 15 64

計 141，834 100 28，084 118，640

－冨　慶　5　　　　　　　　　騒　　．　　華暁臼
　　　　　　　　　　　　（単位万円）

土　　　　地 14，802，772㎡
会　　計　　名 予　　算　　額

国民健康保険 115，572

建　　　　物 112，806㎡
診　　　療　　　所 3，508

簡　　易　　水　　道 16，680

基金・公社債 20，469万円
下　　　水　　　道 32，146

計 167，906

（単位万円）

歳出性質別分析表
　　（単位万円）

尋　　15億9，604

名9琢　　　27％／
　総　額

51磨69万円4億95舞6

　　　　　　扶助費
　　　　　8億5，427

　　　　　　14％　補助費等

6億3，119

　　11％　　　　　　　　、

〆　　　公債費
叱　　3億6，499

　　　　6％貸付金
　①　　　3億4，820

感，謡％

災害復旧費
8，345

　　1％

その他　，
1看意6，468

　　3％

費
5

修
6
7
％

補
乳
3

持
億

維
1

（単位万円）

鯉　　1億4，544bツ・　教育
辺地対策　6％　　　　6億5，775

1億9，793　　　　　27％
民生8％礒総額
1億3，2696％　23億

轍紗9’679万円

　　　　　　土　木

　　　　　　7億6，814

　　　　　　　32％　　　　ノ

舎
跳

箒
4

根
覇

固
定
資
産
課
税
台
帳
を
縦
覧
し
ま
す
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昭
和
五
十
三
年
度
固
定
資
産
課
税

台
帳
の
縦
覧
は
、
三
月
一
日
か
ら
二

十
日
ま
で
市
役
所
税
務
課
で
行
い
ま

す
．
（
時
間
は
午
前
八
時
半
か
ら
午
後

五
時
ま
で
。
土
曜
日
は
正
午
ま
で
。

目
曜
、
祭
目
は
休
み
）
登
録
事
項
等

に
つ
い
て
の
不
服
申
立
期
間
は
、
縦

覧
期
間
の
初
目
か
ら
そ
の
末
目
後
十

目
ま
で
で
す
。

　
な
お
、
登
録
事
項
等
に
つ
い
て
不

服
申
立
が
で
き
る
の
は
、
つ
ぎ
に
該

当
す
る
場
合
に
限
ら
れ
ま
す
の
で
ご

了
承
く
だ
さ
い
。

◎
昭
和
五
十
二
年
中
に
土
地
の
地
目

変
更
等
が
あ
っ
た
場
合

◎
昭
和
五
十
二
年
中
に
家
屋
の
新
増

改
築
、
取
り
こ
わ
し
の
あ
っ
た
場
合

◎
昭
和
五
十
三
年
度
分
と
し
て
価
格

が
決
定
さ
れ
た
償
却
資
産

原
付
バ
イ
ク
等
の
廃
蓼
手

続
き
を
憲
れ
ず
ば
撚

　
は
ず
し
た
ま
ま
の
ナ
ン
バ
ー
や
、

乗
れ
な
く
な
っ
た
バ
イ
ク
等
が
あ
り

ま
し
た
ら
、
三
月
中
に
ナ
ン
バ
ー
と

印
鑑
を
持
っ
て
市
役
所
税
務
課
②
番

旧
頃
か
ら
き
れ
い
な
選
挙
を
心
が
け
ま
し
ょ
う

舞
購
耀
総

舞
薙
坦
日
∞
∞

訂
正
と
お
詫
び
　
　
鄭

　
先
般
送
付
い
た
し
ま
し
た
市
民
税

県
民
税
申
告
書
の
う
ち
、
ザ
ラ
紙
の

申
告
書
も
「
提
出
用
」
と
印
刷
さ
れ

て
お
り
ま
す
が
、
「
控
用
」
の
誤
り

で
す
の
で
訂
正
し
て
お
詫
び
い
た
し

ま
す
。
　
　
　
　
　
　
（
税
務
課
）

停
電
の
お
知
ら
せ

　
▼
三
月
三
目
働
午
前
九
時
～
午
後

一
時
ま
で
　
浅
川
原
の
一
部
　
▼
三

月
十
目
囲
午
前
九
時
～
午
後
一
時
ま

で
　
吉
田
山
谷
、
稲
葉
　
▼
三
月
十

四
日
㈹
午
前
九
時
～
正
午
ま
で
　
土

市
第
一
の
一
部
、
細
尾
、
天
池
、
池

之
尻
、
漆
島
　
▼
三
月
二
十
四
日
囲

午
前
九
時
～
午
後
一
時
ま
で
　
太
田

島
、
水
堀
、
平
林
、
中
在
家
、
市
之

　
　
　
ゆ

沢
、
荒
屋
、
南
雲
、
大
石
　
▼
三
月

二
十
七
目
㈲
午
前
九
時
～
正
午
ま
で

昭
和
五
十
二
年
十
二
月
三
十
一
日
現
在
の
十
目
町
地
域
広
域
事
務
組
合
の

財
政
事
情
を
公
表
し
ま
す
。

会計別予算執行状況（単位万円）

昭
和
五
十
三
年
二
月
一
日

会計名 予算額 収入済額 収入率 支出済額 執行率

一般会計 42，895 31，313
　　％
73．0 30，310

　　％
70．7

総合福祉セン

ター特別会計
1，258 1，201 95．5 793 63．0

と畜場事業

特別会計
1，847 1，589 86．0 1，096 59．3

計 46，000 34，103 74．1 32，199 70．0

組合債の状況（単位万円

施設所在

市町村よ

り借地

十
日
町
地
域
広
域
事
務
組
合

管
理
者
十
日
町
市
長
春
日
由
三

市町村別負担金状況
　　　　　　（単位万円

目的（事業名） 金額

総合福祉セン

ター建設事業
4，300

と　畜　場

整備事業
7，680

消防庁舎消防

施設整備事業
13，770

計 25，750

産財
況

合
状

組
の

4，564㎡建物

110万円
金
　
債

　
社

甚
一
公

中里村

5，079

＼10％

土地

財
政
の
お
知
ら
せ

昭
和
五
十
二
年
十
二
月
三
十
一
日
現
在
の
十
日
町
市

川
西
町
衛
生
施
設
組
合
の
財
政
事
情
を
公
表
し
ま
す
。

　
昭
和
五
十
三
年
二
月
一
日

　
　
　
　
　
＋
日
町
市
・
川
西
町
衛
生
施
設
組
合

　
　
　
　
　
管
理
者
　
十
日
町
市
長
春
日
由
一

市
　
　
1
9
％

町
　
　
β
4
8

日
億
5

十
2

　
　
円

額
　
　
万

　
　
　
8
7

総
億
却

　
5

　
　
5
％

町
　
　
1
7

南
億
4
2

津
1
4

川西町
8，174
　　15％

辮
藩
讐
輪

予算執行状況

rr（騒灘1フ狗％
ω
6
7

雫
率

八
行

朕
執

女

一
億
八
、
二
二
三
万
円

額済出支

一
億
九
、
九
〇
二
万
円

額済入収

一

一
億
七
、
三
一
四
万
円

額算予

組合債の状況

ごみ処理施設 1億8，272万円

し尿処理施設 2億1，798万円

清　　掃　　車 667万円

計 4億737万円
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（告示第6号）

　地方自治法第243条の3の規定に基づく
「十目町市財政事情の作成及び公表に関する

条例」の定めるところにより、昭和52年12月

31目現在の本市の財政事情を公表します。

　　昭和53年2月1日
　　　　　　　　　　＋日町市長春日由三

一般会計執行状況

歳
出
　
六
〇
億
七
、
五
六
九
万
円

昭和52年度一般会計予算

歳
入
六
〇
億
七
、
五
六
九
万
円

教育費　125，48121％
地方交付税　157，18426％

民生費　124，価20％

市　　税　螂，謝26％

土木費　98，50316％

国庫支出金　91，5㏄15％
総務費　71，43812％

衛生費　39，5％　7％ 市　　債　66，6玉011％

公債費　36，5396％ 諸蚊入　興，蹴7％
農林水産業費30，8285％

県支出金　鈎，5636％
消防費　21，2203％

その他　59，50810％ 繰越金　9，3551％
その勉　47，7248％

（単位万円）

、
ノ

％
％

66
70

率
率

入
行

収
執

〆
k

四
二
億

四
、
三
八
七
万
円

支
出
済
額

四
〇
億

一
、
四
五
九
万
円

収
入
済
額

六
〇
億
七
、
五
六
九
万
円

＋
二
月
未
予
算

五
七
億
九
、
六
〇
〇
万
円

当
初
予
算

犠r

　費

57％

訳内の税市

／
　
　
＝
　

…

税　　　　　目 税　額 構成比 市民1人当り 1世帯当1）

市　町　村　民　税 60，508 43％ 11，981円 50，613円

固　定　資　産　税 58，003 41 11，485 48，518

軽　自　動　車　税 1，872 1 371 1，566

市町村たばこ消費税 10，596 7 2，098 8，863

電　　　気　　　税 5，313 4 1，052 4，444

木　材　引　取　税 4 0 1 3
都　市　計　画　税 5，462 4 1，081 4，569

特別土地保有税 76 0 15 64

計 141，834 100 28，084 118，640

－冨　慶　5　　　　　　　　　騒　　．　　華暁臼
　　　　　　　　　　　　（単位万円）

土　　　　地 14，802，772㎡
会　　計　　名 予　　算　　額

国民健康保険 115，572

建　　　　物 112，806㎡
診　　　療　　　所 3，508

簡　　易　　水　　道 16，680

基金・公社債 20，469万円
下　　　水　　　道 32，146

計 167，906

（単位万円）

歳出性質別分析表
　　（単位万円）

尋　　15億9，604

名9琢　　　27％／
　総　額

51磨69万円4億95舞6

　　　　　　扶助費
　　　　　8億5，427

　　　　　　14％　補助費等

6億3，119

　　11％　　　　　　　　、

〆　　　公債費
叱　　3億6，499

　　　　6％貸付金
　①　　　3億4，820

感，謡％

災害復旧費
8，345

　　1％

その他　，
1看意6，468

　　3％

費
5

修
6
7
％

補
乳
3

持
億

維
1

（単位万円）

鯉　　1億4，544bツ・　教育
辺地対策　6％　　　　6億5，775

1億9，793　　　　　27％
民生8％礒総額
1億3，2696％　23億

轍紗9’679万円

　　　　　　土　木

　　　　　　7億6，814

　　　　　　　32％　　　　ノ

舎
跳

箒
4

根
覇

固
定
資
産
課
税
台
帳
を
縦
覧
し
ま
す
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昭
和
五
十
三
年
度
固
定
資
産
課
税

台
帳
の
縦
覧
は
、
三
月
一
日
か
ら
二

十
日
ま
で
市
役
所
税
務
課
で
行
い
ま

す
．
（
時
間
は
午
前
八
時
半
か
ら
午
後

五
時
ま
で
。
土
曜
日
は
正
午
ま
で
。

目
曜
、
祭
目
は
休
み
）
登
録
事
項
等

に
つ
い
て
の
不
服
申
立
期
間
は
、
縦

覧
期
間
の
初
目
か
ら
そ
の
末
目
後
十

目
ま
で
で
す
。

　
な
お
、
登
録
事
項
等
に
つ
い
て
不

服
申
立
が
で
き
る
の
は
、
つ
ぎ
に
該

当
す
る
場
合
に
限
ら
れ
ま
す
の
で
ご

了
承
く
だ
さ
い
。

◎
昭
和
五
十
二
年
中
に
土
地
の
地
目

変
更
等
が
あ
っ
た
場
合

◎
昭
和
五
十
二
年
中
に
家
屋
の
新
増

改
築
、
取
り
こ
わ
し
の
あ
っ
た
場
合

◎
昭
和
五
十
三
年
度
分
と
し
て
価
格

が
決
定
さ
れ
た
償
却
資
産

原
付
バ
イ
ク
等
の
廃
蓼
手

続
き
を
憲
れ
ず
ば
撚

　
は
ず
し
た
ま
ま
の
ナ
ン
バ
ー
や
、

乗
れ
な
く
な
っ
た
バ
イ
ク
等
が
あ
り

ま
し
た
ら
、
三
月
中
に
ナ
ン
バ
ー
と

印
鑑
を
持
っ
て
市
役
所
税
務
課
②
番

旧
頃
か
ら
き
れ
い
な
選
挙
を
心
が
け
ま
し
ょ
う

舞
購
耀
総

舞
薙
坦
日
∞
∞

訂
正
と
お
詫
び
　
　
鄭

　
先
般
送
付
い
た
し
ま
し
た
市
民
税

県
民
税
申
告
書
の
う
ち
、
ザ
ラ
紙
の

申
告
書
も
「
提
出
用
」
と
印
刷
さ
れ

て
お
り
ま
す
が
、
「
控
用
」
の
誤
り

で
す
の
で
訂
正
し
て
お
詫
び
い
た
し

ま
す
。
　
　
　
　
　
　
（
税
務
課
）

停
電
の
お
知
ら
せ

　
▼
三
月
三
目
働
午
前
九
時
～
午
後

一
時
ま
で
　
浅
川
原
の
一
部
　
▼
三

月
十
目
囲
午
前
九
時
～
午
後
一
時
ま

で
　
吉
田
山
谷
、
稲
葉
　
▼
三
月
十

四
日
㈹
午
前
九
時
～
正
午
ま
で
　
土

市
第
一
の
一
部
、
細
尾
、
天
池
、
池

之
尻
、
漆
島
　
▼
三
月
二
十
四
日
囲

午
前
九
時
～
午
後
一
時
ま
で
　
太
田

島
、
水
堀
、
平
林
、
中
在
家
、
市
之

　
　
　
ゆ

沢
、
荒
屋
、
南
雲
、
大
石
　
▼
三
月

二
十
七
目
㈲
午
前
九
時
～
正
午
ま
で

昭
和
五
十
二
年
十
二
月
三
十
一
日
現
在
の
十
目
町
地
域
広
域
事
務
組
合
の

財
政
事
情
を
公
表
し
ま
す
。

会計別予算執行状況（単位万円）

昭
和
五
十
三
年
二
月
一
日

会計名 予算額 収入済額 収入率 支出済額 執行率

一般会計 42，895 31，313
　　％
73．0 30，310

　　％
70．7

総合福祉セン

ター特別会計
1，258 1，201 95．5 793 63．0

と畜場事業

特別会計
1，847 1，589 86．0 1，096 59．3

計 46，000 34，103 74．1 32，199 70．0

組合債の状況（単位万円

施設所在

市町村よ

り借地

十
日
町
地
域
広
域
事
務
組
合

管
理
者
十
日
町
市
長
春
日
由
三

市町村別負担金状況
　　　　　　（単位万円

目的（事業名） 金額

総合福祉セン

ター建設事業
4，300

と　畜　場

整備事業
7，680

消防庁舎消防

施設整備事業
13，770

計 25，750

産財
況

合
状

組
の

4，564㎡建物

110万円
金
　
債

　
社

甚
一
公

中里村

5，079

＼10％

土地

財
政
の
お
知
ら
せ

昭
和
五
十
二
年
十
二
月
三
十
一
日
現
在
の
十
日
町
市

川
西
町
衛
生
施
設
組
合
の
財
政
事
情
を
公
表
し
ま
す
。

　
昭
和
五
十
三
年
二
月
一
日

　
　
　
　
　
＋
日
町
市
・
川
西
町
衛
生
施
設
組
合

　
　
　
　
　
管
理
者
　
十
日
町
市
長
春
日
由
一

市
　
　
1
9
％

町
　
　
β
4
8

日
億
5

十
2

　
　
円

額
　
　
万

　
　
　
8
7

総
億
却

　
5

　
　
5
％

町
　
　
1
7

南
億
4
2

津
1
4

川西町
8，174
　　15％

辮
藩
讐
輪

予算執行状況

rr（騒灘1フ狗％
ω
6
7

雫
率

八
行

朕
執

女

一
億
八
、
二
二
三
万
円

額済出支

一
億
九
、
九
〇
二
万
円

額済入収

一

一
億
七
、
三
一
四
万
円

額算予

組合債の状況

ごみ処理施設 1億8，272万円

し尿処理施設 2億1，798万円

清　　掃　　車 667万円

計 4億737万円
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県
陸
運
事
務
所
長
岡
支
所
を
開
設

　
新
潟
県
陸
運
事
務
所
で
は
、
県
内

の
自
動
車
数
の
増
加
に
対
処
す
る
た

め
、
従
来
長
岡
に
所
在
し
て
い
た
車

輔
第
二
課
を
長
岡
支
所
に
改
め
、
主

に
上
越
、
中
越
地
区
の
自
動
車
に
つ

い
て
、
従
来
の
検
査
業
務
の
ほ
か
に

二
月
二
十
日
よ
り
登
録
業
務
も
取
り

扱
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
県
自
動
車
税
事
務
所
も
同

時
に
長
岡
支
所
を
開
設
し
、
自
動
車

税
及
び
自
動
車
取
得
税
の
申
告
書
の

受
付
等
の
業
務
を
取
り
扱
い
ま
す
。

　
陸
運
事
務
所

長
岡
市
摂
田
屋
町
字
外
川
二
六
四
三

番
地
一
　
8
（
9
三
八
）
二
〒
二
三

　
自
勤
車
税
事
務
所

長
岡
市
摂
田
屋
町
字
外
川

　
　
　
　
畠
冨
（
〇
二
五
八
）
二
二
－
一
一
三
四

大
腿
四
頭
筋
等
拘
縮
症

検
診
の
申
し
込
み
を

　
つ
ぎ
の
と
お
り
大
腿
四
頭
筋
等
拘

縮
症
検
診
を
実
施
し
ま
す
の
で
、
希

望
さ
れ
る
方
は
、
早
め
に
市
役
所
保

健
課
へ
申
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

検
診
日
　
三
月
十
八
日
（
土
）

受
付
時
間
　
正
午
か
ら
午
後
二
時

会
場
　
新
潟
市
西
保
健
所

検
診
医
師
　
新
潟
大
学
医
学
部
整
形

　
外
科
教
室
　
田
島
教
授
ほ
か

ゆ
ず
琴
憲
窮
ゆ
ず
っ
て
く
だ
さ
糖

　
◆
2
豫
鱒
欝
ま
で
の
嚢
欝
分

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
癒
望
考
絃
、
齋
役
所
翻
ヱ
議
内
溝
澱
導
講
会
C

す希
望
儀
繕

帰
秀
籔
争
簿

　
四
簿
円

梱
枚
千
円

　
ゆ
ず
っ

ミ
ニ
サ
イ
ダ
ル
か
壕
飛
礁
中

仏
壇
（
癬
礁
・
金
）

小
倉
蒼
人
、
榊
糞
畿
な
償
懲
鶴

ミ
影
馨
舞
溺
）
學
　
古

ミ
シ
ン
（
足
ふ
み
式
｝
　
中
　
　
吉

卓
　
球
　
台
中
　
古

縛
ヅ
ド
バ
大
人
用
）
中
　
　
吉

　　　　　　　　　　　　　　　　寒さを防ぐ　　　　i　26　寡21　　19　　12　　5　撒・一

醜脹、毫、、議馨，羅，曇，1，韓

バランスのとれた食事を腹8分目。　　　　　　　醒　“　i2院　3院2院　3院　2院　、謹譲

動物性脂肪をひかえて、植物性油を下譲・藷㍊乖1補葎1講ll

豊富に。　　　　上隷　　i鑓響躍鎧鋸驚
生活にリズムを￥心と体のバランスを　　　　　　　　　L………一一…・……一…………・一……り………

レガ磁
〒遠璽品

磐覆ゆ
彰全絃名ず

¢｝y欝嬰規サ
菱霧欝絡ま

希
望
鎌
絡

獲
華
醗

牽
灘
欝

講
秘
金
い
で

　
｝
万
円

　
榊
寿
円

芳
五
千
円

事
業
名

期
日

受
付
時
間

会
場
名

対
象
者

参
集
区
域

備
　
　
　
　
　
考

離
乳
食
実
習

並
ぴ
に

育
児
相
談

3
月

14
日㈹

午
後
－
時
半

～
2
時

＋
日
町
公
民
館

52
年
7
月
～

52
年
9
月

生
れ
の
も
の

十
日
町
・

川
治
・
六

箇
・
大
井

田
・
新
座

身
体
測
定
後
離
乳
食

実
習
を
し
ま
す
。

3
月

27
日㈲

午
前
9
時
半

～
m
時

水
沢
出
張
所

生
後
1
2
ヵ
月

ま
で
の
も
の

水
沢
全
域

午
後
－
時
半

　
～

　
2
　
時

吉
田
出
張
所

吉
田
全
域

3
月

28
日㈹

下
条
公
民
館

下
条
全
域

3
月

29
日困

中
条
公
民
館

中
条
全
域

育
児
学
級
並

び
に
4
ヵ
月

児
検
診

3
月

17
日囹

午
後
1
時

～
－
時
半

＋
日
町
公
民
館

52
年
11
月

生
れ
の
も
の

全
　
　
域

育
児
学
級

身
体
測
定

内
科
検
診

3
才
児
検
診

3
月

24
日働

午
後
1
時

～
2
時
半

勤
労
青
少
年

　
　
ホ
ー
ム

49
年
9
月

生
れ
の
も
の

全
　
　
域

3
才
6
ヵ
月
児
を
対
象
に

実
施
し
て
お
り
ま
す
。

通
知
が
な
く
て
も
該
当
月

の
方
は
お
い
で
く
だ
さ
い
。

　
　
　
ラ
物
富
活
度
労
さ

①
②
③
④

⑤生活にリズムを、心と体のバランニ

⑥適度な運動、休養と睡眠は十分に、

　過労をさける。

⑦寒さを防ぐくらしの工夫を

⑧酒・たばこはほどほどに

⑨風呂はぬるめに長湯は禁物。

⑩便通をととのえ排便時リキまない。

酒害を考える

　飲酒による様々な問題を考える講演

会が、つぎのとおり開催されます。

ぜひご参加ください。

■主　催

　　新潟県精神衛生協会魚沼支部

■期　日

　　3月16目（木）午前10時から

　
ル

　
　
一

　
ホ

　
館

　
会

場
民

　
市

会■

○
・
・

：
と
し
て
保
存
し
て
く
だ
さ
い
：

－
○

　
　
結醐

　
　
赫

3た5
　　口29号口

編集発行／十日町市役所（電話（代）7－3111）毎月25日（1部6円）

春
季
火
災
予
防
運
動
を
実
施
ノ

　
最
近
、
十
日
町
地
域
で
火
災
が
多

発
し
て
い
ま
す
が
、
十
日
町
地
域
消

防
本
部
・
署
で
は
、
四
月
一
日
か
ら

七
日
ま
で
春
季
火
災
予
防
運
動
を
実

施
し
ま
す
。

　
こ
の
時
期
は
、
特
に
空
気
が
乾
燥

し
、
強
風
が
吹
く
こ
と
が
多
く
な
り

最近の火災発生状況

ま
す
。
一
人
ひ
と
り
が
、
火
の
元
を

確
認
し
合
い
、
悲
惨
な
焼
死
事
故
や

貴
重
な
財
産
の
損
失
を
未
然
に
防
止

し
た
い
も
の
で
す
。

　
な
お
、
期
間
中
、
事
業
所
・
危
険

物
施
設
の
ほ
か
一
般
住
宅
に
も
消
防

職
員
、
団
員
が
予
防
査
察
に
伺
い
ま

月　日 災害場所 災害程度 出　火　原　因

1月5日 中　里　村 半　焼 油鍋の過熱引火

1月10日 津　南　町 全　焼
石油ストーブから洗濯物
に着火

1月26日 山本町4丁目 部分焼 浴槽のからたき

2月17日 中条中町 半　焼 原因不明

2月18日 関　　　根 全　焼 いろり消火不完全

2月19日 高山第3 部分焼 石油風呂釜の掃除不良

2月20日 川　西　町 全　焼
石油ストーブから洗濯物
に着火

3月8日 川治下町 全　焼 ストーブ消火不完全

す
の
で
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
期
問
中
の
重
点
目
標
は
つ
ぎ
の
と

お
り
で
す
。

0
幼
児
・
老
人
の
焼
死
防
止
対
策
の

徹
底
　
昭
和
五
十
二
年
の
火
災
に
よ

る
死
者
の
発
生
傾
向
は
、
専
用
住
宅

に
よ
る
も
の
が
多
く
、
特
に
一
般
的

に
体
力
的
条
件
が
悪
く
身
体
不
自
由

な
高
齢
者
や
自
力
避
難
の
で
き
な
い

幼
児
が
多
か
っ
た
た
め
、
特
に
幼
児
・

老
人
の
焼
死
防
止
対
策
の
徹
底
を
図

る
。■

異
常
乾
燥
時
及
び
強
風
時
の
火
災

防
止
対
策
の
実
施
　
空
気
が
非
常
に

乾
燥
す
る
こ
と
と
、
風
の
強
い
日
が

多
い
こ
と
か
ら
、
火
遊
び
、
た
き
火
、

喫
煙
、
屋
内
の
裸
火
の
使
用
に
あ
た

っ
て
は
、
消
火
す
る
ま
で
目
を
離
さ

ず
火
災
防
止
の
徹
底
を
図
る
。

■
実
際
に
即
し
た
自
主
防
火
管
理
体

制
づ
く
り
　
最
近
の
死
者
を
伴
っ
た

主
な
火
災
の
例
と
し
て
、
病
院
火
災

と
共
同
住
宅
火
災
が
あ
げ
ら
れ
る
が
，

い
ず
れ
も
防
火
管
理
体
制
の
不
徹
底

に
よ
る
こ
と
か
ら
、
実
際
に
即
し
た

春の全国交通安全市民総ぐるみ運動
　　　　　　　　　　　　◇4月6日（木）～4月15日（士）
　運動の重点
　　　■歩行者及び自転車利用者、特に子供と老人の事故防止
　　　■夜間における交通事故防止
　　　■シートベルト着用の推進
　運動のスローガン
　　　⇔通学路　黄色い帽子に注意と徐行
　　　ゆあなたは見えても　車は見えない夜の道

自
主
防
火
管
理
体
制
の
促
進
を
図
る
．


